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5.訪問記、報告
「ルンド大学植物生理学教室とPhysiologiaPlantarumJ 
スエーデンには大学が 6つあり、すべて国立大学である。スエーデン人に言わせると、大学
の数は正確には5.5だそうである。Uppsalaに総合大学と農科大学、Lund，Stockholm， Goteborg， 
そして新設の Umeaの 6つであるが、 Umeaにはまだ医学部ができただけで総合大学として完
成していなしL 従って、植物生理学の教室のあるのは Umea除く 5つの大学で、教授も 5人し
かいない。
私がLund大学に行ったとき (1961年)はG凸teborg大学にも植物生理学教室がなかったが、
1962年に新設され、教授の数も 4人から 5人にふえた。教授の数がこのように少ないので、こ
れに対する競争は大変はげしいようにみえた。 G凸teborgの新設教室の教授の選考は 1962年に
はじめて行われた。選考委員は各大学の植物生理学教授 4人で、候補者のなかからしぼって 2
人が残った。候補者は Uppsala農大の準教授 (Laborator)H. 1. Virgin、Lund大学の助教授
(Docent)だ、った P.Halldalだった。それぞれの業績の公開講演と、その内容に対する公開討論
があったのち、 各委員が 2人の候補者の順位づけをして意見書をつける。私の居た教室の H.
Burst凶mは、1.Virgin， 2.Halldalと書いたのを見せてくれた。結局、全委員の判定が一致し
たようで、その通りになった。その結果、スエーデンの植物生理学教室の教授の顔ぶれは次の
ようになった。
Uppsala大学:N. Fries (前任E.Melin) 
農大:B. Aberg (" H. Lundegar世1)
Stockholm大学:T. Hemberg (" M. G. Stalfelt) 
Lund大学:H. Burstrom (" H. Kylin) 
Goteborg大学:H. 1. Virgin 
スエーデンなど、欧州諸国の大学における研究制度や職階制度は、アメリカやカナダのそれ
とは大変ちがっており、一般にピラミッド型というか、教授のワンマン度が非常に高い。それ
はすくなくともスエーデンでは、学位制度とも関連しているので、これらの制度について次に
のべる。職階は次ぎのようにわけられる。
1. Professor (正教授)
2. Laborator (準教授)
3. Docent (助教授)
4. Lecturer (講師)
5. Assistant (助手)
6. Amanuens (副手)
このうち、正および準教授だけがpermanentpositionで、 Docentは3年ごとの契約で普通
2期、最大3期、つまり 9年であるが、 1年契約もある。講師以下はすべて 1年ごとの契約であ
るが、これらの人事は完全に教授の意思できまるらしい。また、講師以下の地位は同時に大学
院学生の身分でもある。このことは、次ぎにのべる学位制度と関係がある。学位は次の 3つの
70 
段階にわかれている。
1. Fil. Dr. 
2. Fil. Lic. 
3. Fil. Mag.または Fil.Kand. 
Gymnasiumをおえた学生達のうち、大学へ進学したいものは、 Studentexamという試験を
うける。ドイツなどにもある大学入学資格試験である。これに合格すると大学生になれるが、
必ずしも進学しなくてもよく、一種のハクになるらしい。 Studentexamに合格すると白帽をか
ぶることができる。毎年、 5月1日に春祭りがあり(その前夜、つまりワルプルギスの夜には乱
痴気さわぎをやる)、新人を含めた老若男女の白帽資格者全員(無資格者も)が大学本部前に集
まる。 1644年に創立した Uppsala大学でこの行事がはじまったらしいが、 1666年に創立した
Lund大学でもこの行事をやっている。総長以下、各教授も夫人同伴で出席するが、教授夫人の
なかには白帽のかぶれる人もかぶれぬ人もいる。 Lundの町は人口約 4万で、そのうち学生は約
1万、大学関係者が相当数いるので、いわば町全体が大学のようなものである。町中方々に教室
が散在しているが、狭い町なので一向に不便はない。古いが、清潔で静かな美しい町である。 5
月1日前後の数日間は町中が白帽で埋る。
Student examに合格し、晴れて白帽の着用権を得た若者達は、こうして大学生になる。面白
いことに、大学卒業に年限はない。奨学金はもらえるし、学生の特権(汽車賃割引など)が与
えられるので、将来奨学金を返す見込みがある限りいくらでも勉強(? )できるようになって
いる。学生は、出身のナト|別に Nationと称する連合を作り、それぞれの Nationは立派な寮をも
っている。 Nation以外にも多くの寮があって、寮は高級アパートのように完備している。寮は、
男子寮、女子寮の区別もなく、自由にそして楽しく青春を謡歌しているようである。一般に学
生達は学生食堂で食事をとる者が多いが、例えば昼食は 3.5クローネ(約 250円)でバイキン
グ料理のフルコースが食べられる。また、昼食でも学生達が Carlsbergなどのおいしいピール
を飲むのはごく普通である。これも国民性かどうか、一般に彼等は大変のん気で、あくせくし
た所は全くない。狭い土地に沢山の人がいる日本とくらべると、スエーデンは広々として人も
少なく、生活程度も高く、不公平な話しだとつくづく思った。しかし、私など、大阪からこん
な小さな、静かな町へ行った時、あまりテンポがちがうのが、反って落ち着けなかった。そこ
で、用もないのにパスに乗って、パスの騒音と振動で人心地ついたぐらいだ、った。学生は数年
問、よく遊び、ゆっくり勉強したのち、例えば植物生理学教室で卒業実験をやる。これは約 3
カ月の簡単な実験で、最後に Burstrりm 教授が自室で面接試験をやる。実験についての質問の
ほか、例えばMeyer& llndersonやBonner& Galstonの教科書など数冊の内容について質問
するらしいD これに合格すると学士号(Fil.Mag.または Fil.Kand.、両者のちがいは、教育学
の単位をとったかとらないか、つまり教員免許をもつかもたないかである)が与えられる。こ
の面接試験も教授が日時を指定するのでなく、学生のほうが、これで大丈夫と思った時に面接
を申し入れる。こうして、学士になったものは、中、高等学校の先生になるか、助手または副
手になる。助手、副手は研究職であるが、同時に大学院学生でもある。この職は毎年更改され
るが、 6-10年は続けられるらしい。なかに教授の目にとまった秀才がいると、助手ないし副手
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の勤務数年で講師に抜擢される。講師になるためには、本来学士号のもう一つ上の学位である Fil.
Lic.を必要としている。従って Fil.Lic.を取れば講師になれるが、 Fil.Lic.なしに講師に抜擢され
た者は、教授から論文を早く書くようにとくそくされるらしい。 Fil.Lic.は修士に相当すると思
うが、スエーデン人は、 Fil.Lic.は外国の PhDと同じだと言っている。一般に彼等は自分達の大
学や学位に対する自尊心が大変強く、形式主義的な面がかなりある。たとえば、 Fil.Dr.をとる
とDoctorringと称する、模様を彫りつけた指輪をするので博士はすぐわかるし、当人達はそれ
を大変誇りに思っている。学士は 24-5歳、修士が30-35歳、博士は 40-50歳で得られるの
が平均であることも、彼等が学位の水準の高さを主張する根拠になっている。しかし、もし彼
等が日本人ぐらいの勤勉さであくせく勉強したら学位取得平均年齢は5-10年は縮まるだろう。
従って、私のみたところ、 Fil.Lic.は修士で、 Fil.Dr.が博士に相当すると思う。
Fil.Lic.になった講師達は、これまた実にのん気で、生活をエンジョイしているようにみえる。
私が居た頃の Lund学植物生理学教室の 1日のあらましをのべてみると;7 : 30、BurstI・om教
授出勤;8: 00、実験補助員のお嬢さん達出勤;10: 00助教授以下出勤;10 : 30-11 : 00 coffee 
break (教授はお茶には参加しない); 12 :00-13 :00昼食;14:30-15:00、午後の coffeebreak ; 
講師助手連中はひきつづいてチェス;17: 00助教授以下およびお嬢さん達帰宅;18 : 00-19 : 
00、教授帰宅。しかも、週 5日制なので、私ははじめ、彼等は一体いつ実験をするのかと思っ
た。ところが、講師以上になると実験補助員のお嬢さんがつくので、大抵のことは彼女達がや
ってくれる。要するに、最も勤勉でエネルギッシュに頑張っているのは教授である。彼は土、
日曜日にもしばしば教室に出て仕事をしていた。
Fil.Lic.をとってから数年間のんびりと講師をしたのち、いよいよ博士論文を書く。博士号の
ための公開講演は大げさである。シルクハットとタキシードに身を固めた申請者と、 Opponent
と称する Docent2-3人が教授にひきいられて講義室に入場する。論文別刷なとマの資料を貰っ
た聴衆を前にして申請者が講演をし、そのご Opponentが質問をする。こうして学位申請にパ
スした人に対する授与式 (Doctorpromotion)が毎年 5月に大学アカデミーで行われる。参列
者はすべて礼服に身を固め、式はオーケストラの伴奏の下に、ラテン語とスエーデン語で進め
られる。厳粛な雰囲気のなかでいささか眠気をもよおしていた私は、突然戸外で響いた大砲の
音で目がさめた口アカデミー前の広場ではスエーデン軍の砲兵隊が待機していて、博士が 1人
生まれるとズドーンと 1発、名誉博士の時には 2発祝砲を放つD 授与式が終ると、それぞれち
がった ornamentをつけた(哲学博士は頭に月桂冠)新博士達がアカデミーの建物から出てく
る。外では、軍隊が捧げ銃をして待っており、新博士達は、こうして国民を代表する軍隊の祝
福を受けながら大学本部での祝宴に向かう。博士にも実はいろいろある。学位論文の成績は点
数制で、 3点満点だが、 2点以上とらないと Docentになれない。 2点以上なら自動的に Docent
の地位が得られる(この点、ドイツの Habilitationに似ている)が、1.5点などが比較的多い
ようである。 2点に達しないと、大抵は高給で高校の先生になるらしいが、中には米国などに留
学して研究し、帰国して追加点をもらってDocentなる人もいる。いま、Lund大学の女のDocent
をしている CamillaOdhnoffは教授のお気に入りだが(その割に不美人な中年女性)、1.5点組
だ、った。
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Docentになると、 3、6年または最大9年しか勤められない。その聞に教授の地位が得られな
いければ大学を去らねばならない。講師達がのん気にしている理由の 1つはこの点にもあるら
しい。つまり、勉強して博士号をとって Docentになると先が見えてくる。講師を出来るだけ
長く勤めるほうカ〈息が続く。これは一種の excuseであろうが、この辺の情勢判断の必要も事実
あるらしかった。教授になってはじめて、地位上のストレスから解放されるので大いに勉強す
るのかもしれない。
こうしてくると、スエーデンの植物生理学者達は大変なまけもののような一般的印象を与え
るかもしれないが、なかにはすばらしく勉強する秀才もいる。 Burstromは若い時から勉強家だ
ったらしいが、 Docentだった P.Halldalや若い講師の L.O. Bjorn，それに女の助手の K
Lexanderなどは人柄も大変よく、勉強家で尊敬できる人達だった。
Docentの地位はかなり不安定なもので、 Halldalは Goteborgの教授になれず、故郷のノル
ウエーに帰った(今は Goteborgに別の地位があったらしい。その後任には Odhnoffがなって
いる。もう 1人の Docent，P. Franssonは博士になったあと、 Bagdadのvisiting professor 
を 1年勤めて帰国したが、今は毎年契約の Docentの地位をもらっている。 教授以外の
permanent positionである Laborator(準教授)の地位は、植物生理学では、 Uppsala大学に
1つあるだけである。数年前LundのDocentだった H.1. VirginがUppsalaのLaboωr叫 O町rと
して移り、今度Gり批teぬboωrgに変わつたあと、 G. Stenlidが昇任した。
以上のべたように、数少ない教授の地位につくためには厳重な選考があって、文字通りの“狭
き門"であるから、スエーデン人もこの点ではなかなか大変である。教授は全くのワンマンで、
経済上、行政上、研究上の全権力を握ってしまう。だから、教授の人選には特に神経質になっ
ているのであろう。しかし教授には、ずば抜けた秀才(のはずの人)がなるためか、教室員た
ちは必ずしも教授の思うようにはついてこないらしい。教授がちょっと旅行でもすると、“鬼の
居ぬまに"という様子がしばしばみられた。
Burstrるm は 1906年生まれ、 Stockholm大学卒業、 Central Experiment Stationで H.
Lundegardhの助手をつとめながら Saltabsorptionの仕事をした。やがて Uppsala農大の
Docentになり (1935)、nitratereductionの仕事をしたのち、オーキシンの分野に入った。 1942
年にコムギ根に対するオーキシン作用に関する論文を書き、有名な成長における 2step説を唱
えた。それ以来、オーキシン作用の研究を中心に活躍している。彼が 1944年に Lund大学の
教授として赴任したときは、前任者H.Kylin (イオン透過性をやっている Stockholm学 Docent
の A.Kylinの父)の去ったあとで、生理学の教室としては全く貧弱で、フラスコが2・3個こ
ろがっていただけだそうである。 1889年に出来た白亜の建物を彼は整備し、成長生理の研究に
打ち込んだ。この教室は町の真ん中にある広大な植物園の中にある美しい建物で、植物学図書
館を兼ねた分類学と生態学の教室の隣にあった。植物園の中には、スエーデン中で 3本あるイ
チョウの木のうちの 1本をはじめ、日本産の樹木など多くの植物や草花のほか、沢山の小鳥や
リスがいる大変よい環境だ、った。 Burstromはこの美しい教室を大変愛したようである。しかし、
近代植物生理学の発展とともに、この前世紀の古い建物では(といっても、我々日本人には羨
ましい位基礎設備すべて整っていた)新しい研究には不十分だということで、郊外に新教室を
73 
建設した。 1961年に着工し、 1963年に完成した。有名な MuntzingやLevanのいる遺伝学教
室の隣にできた広大な教室で、小規模なファイトトロンも備えて総室 80もある立派な近代的な
教室である。このように大規模なことは、やはり Burst凶m だからできるらしく、彼はスエー
デンだけでなく北欧 4国の植物生理学者のボスであるということである。左手を若い時にスキ
ーをしていて痛め、それ以来、革のサポーターを離したことがない。今でもいつも痛むそうで
あるが、 論文の原稿はみずからタイプするし、 実験も大切なところは自分でやっている。戦
後 1948年にはスカンジナピア植物生理学会を創設し、その事務局がLundにあるので大変忙し
いようである。秘書1、実験助手2(うち 1人は PhysiologiaPlantarumの原図補正など編集の
手伝いもしている)の 3人が教授の下で忙しく働いている。
Physiologia Plantarumの編集などの事務は Lundの教室でやっているが、投稿論文の採否
については年 3 ~ 4回編集委員会があって、北欧 4国の代表が集まる(デンマーク: E. K. 
Gabrielsen，ノルウエー: P. Larsen，フィンランド. V. Wartiovara)。しかし、 Burst凶mの
採否に関する発言力はかなり強いようにみうけられた。この雑誌は原則として北欧 4国からの
投稿優先であるが、外国からの投稿も非常に多い。今年 (1964)で第 17巻になり、 circulation
も年々よくなっている。従って、現在すでに外国会員数が北欧会員数をはるかにうわまわって
いる。スエーデンが 120あまり、デンマーク約 60、ノルウエー約 40、フィンランド 20あまり
に対して米国200余、英国約40、日本約40、その他、で全会員約 700のうち、北欧会員は 35%
ということになる。投稿数は非常に多く、雑誌の頁数がだんだんと増加していることからも学
会の発展がうかがわれる。投稿原稿の採用率は約 70%で、雑誌の性格としてヨーロッパ的な植
物生理学という色彩がかなりはっきりしている。これは、 EditorialBoardの顔触れからも想像
されるが、自然にこうなるのか、つとめて雑誌をこのように性格づけているのかはわからない。
いずれにしても、米国の PlantPhysiologyおよび日本のPlant& Cell Physiologyとともに植
物生理学の国際的な雑誌の 1つとしての地位を固めつつあると思われる。(植物生理、第 4巻、
183-187、1964)
「ヨーロッパの植物生理学教室訪問記J
私がスエーデンの Lund大学に滞在していた 1年のうち、 1962年春から秋にかけてヨーロッ
パ各国の植物生理学教室のいくつかを訪ねた。それぞれの教室の印象や学者達の横顔について
紹介してみたいと思う。訪ねた教室と会った人達は次の通りである。
オーストリー:Wien大学
植物生理学教室 (K.Hぽlerら)
植物学教室 (L.Hofmeister) 
ドイツ:Braunschweig工科大学 (H.J. Bogen) 
Marburg大学 (H.Drawertら)
Freiburg大学
薬学教室(R.Pohl) 
植物学教室 (H.Mohr) 
